
Future Earth 国際事務局からの報告 （前回第 3 回分科会以降について） 
（2020.8.20 春日文子） 

1. 国際活動 
 研究プロジェクト支援 

 主に各科学分野 Global Research Projects (GRPs) 
 大きなテーマ毎のステークホルダー連携 Knowledge Action Networks (KANs) 
 Future Earth 全体での統合的活動 Global Systemic Challenges (GSCs): Earth 

Targets (Earth Commission, Science-Based Pathways) 
 その他のイニシアティブ 

 諮問委員会 (Advisory Committee) 
 2020 年 3 月 3 日、オンライン会議開催：活動報告、改革案、2nd GSC 
 2020 年 7 月 15－16 日、オンライン会議開催、改革案、GSCs 

 評議会 (Governing Council) 
 ISC、UNESCO, UNU, UNEP, WMO, STS forum, Belmont Forum, Hub funders, 

Secretariat Executive Team 
 2020 年 3 月 4－6 日、オンライン会議開催：活動・会計報告、予算承認、外部評

価報告書、組織改革に関する Task Force 報告書 
 2020 年 9 月 11 日、オンライン会議開催予定：組織改革案承認予定 

 COVID-19 対応 
 ウェブサイトにポータル立上げ 
 Blog, position papers: Health KAN, SSCP KAN 
 オンラインウェビナー、シンポジウム開催：SSCP KAN, Earth Day 
 緊急アンケートと報告書：Foresight survey 

 人種差別に対する緊急声明 
 Racial Justice and Social Equity Must Be at the Center of the Sustainability 

Agenda：2020 年 6 月 12 日、Secretariat Executive Team members 連名 
 Future Earth Summit 

 2020 年 6 月 15－17 日、オンライン開催 
 研究コミュニティ（GRPs, KANs）、Regions, National Committees, Early 

careers, Funders, GC, AC, Secretariat の代表が参加 
 Future Earth の役割、目的、組織、ガバナンス等について深く議論 
 Summit report, Summit Declaration 作成中 
 Post-Summit Committee が活動開始：新体制への移行期間中、各コミュニテ

ィからの意見代表 
 Amy Luers 事務局長の退任（2020 年 8 月 15 日）、Josh Tewksbury US Hub Director

が暫定事務局長就任 



 
2. アジアでの活動（安成委員より） 

 
3. 国内での活動 
 国際事務局による国内での推進活動 

 イオン環境財団、東大 IFI と、第 4 回イオン未来の地球フォーラム共催：2020 年

2 月 1 日、安田講堂「海の環境と資源を守る」 
 花王株式会社、東大 IFI と、第 2 回未来洗浄研究会セミナー（オンライン）共催

予定：2020 年 9 月 1 日、「水とエネルギーの視点から」 
 シンポジウム等の後援、講演、講師派遣 

◦ 広島大学 NERPS 
◦ ゼロマラリアキャンペーン 
◦ JICA 職員セミナー 
◦ 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング社内セミナー 
◦ GCP による Global Methane Budget, Global N2O Budge 報告 
◦ 株式会社ポケモン連携打合せ 

 日本政府文書等における Future Earth 位置づけ 
 第 5 期科学技術基本計画（2016～） 
 今後 10 年のわが国の地球観測の実施方針（2019 改訂～） 
 SDGs 実施指針（2016～、2019 年改訂～） 
 環境研究・環境技術開発の推進戦略（2019～） 

 STS forum: 現 Executive Director を RACC, main session に招へい（2018 年より） 
 


